
第１の４号様式（第４条第３項関係）　  
令和   年   月   日
国 土 交 通 大 臣　殿
　　　　　　　　　　　申請者　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　氏名及び名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自動車事故対策費補助金交付申請書兼実績報告書
令和３年度自動車事故対策費補助金（自動車運送事業の安全総合対策事業）の交付を受けたいので、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号）第５条の規定に基づき申請するとともに、同法第14条の規定に基づき、別紙関係書類を添えて申請します。
1.　補助対象事業の内容　
　　　先進安全自動車（ＡＳＶ）の導入に対する支援

2.　補助対象経費　　　　　　　金  　　　　　　円
3.　補助金交付申請額　　　　　金　　　　　　　円
4.　添付書類
　  (1)　申請者の営む主な事業及びその内容
　  (2)　申請者の資産及び負債に関する事項

　  (3)　補助対象事業に関する収支予算書

　  (4)　その他補助金の交付に関して参考となる書類


別紙１
令和３年度 自動車運送事業の安全総合対策事業交付申請書兼実績報告書
１．補助事業に要した経費 
	経 費 名
	経費配分額
	経 費 使 用 明 細 書

	
	
	基　数
	単　価

	( )衝突被害軽減ブレーキ　の導入
	　　　　　　　　円
	　　　　　　　両
	　　　　　　　円

	( )ふらつき注意喚起装置
( )車線逸脱警報装置
( )車線維持支援制御装置　の導入
	　　　　　　　　円
	　　　　　　　両
	　　　　　　　円

	( )車両安定性制御装置　　の導入
	　　　　　　　　円
	　　　　　　　両
	　　　　　　　円

	( )ドライバー異常時
対応システム　　　　 の導入
	　　　　　　　　円
	　　　　　　　両
	　            円

	( )先進ライト　　　　　　の導入
	円
	両
	円

	( )側方衝突警報装置　　　の導入
	円
	両
	円

	( )統合制御型可変式
速度超過抑制装置　　　の導入
	円
	両
	円

	合　　　計
	　　　　　　　　円
	
	


　　＊経費使用明細書の根拠となる内訳書を添付すること。
　　内訳　Ａ衝突被害軽減ブレーキ：（3.5t超20t以下のトラック・12ｔ以下のバス）
　　　　　　　１車両あたり         円×1/2＝         円 上限額：100,000円(ﾄﾗｯｸ)

 150,000円(ﾊﾞｽ )
　　　　　Ｂふらつき注意喚起装置等：（3.5t超20t以下のトラック・12t以下のバス・タクシー）
　　　　　　　１車両あたり         円×1/2＝         円 上限額： 50,000円
      　　Ｃ車両安定性制御装置：（3.5t超20t以下のトラック・5t超12ｔ以下のバス）
　　　　　　　１車両あたり         円×1/2＝         円 上限額：100,000円
      　　Ｄドライバー異常時対応システム：（トラック（トラクタ含）・バス・タクシー）
　　　　　　　１車両あたり         円×1/2＝         円 上限額：100,000円
      　　Ｅ先進ライト：（3.5t超のトラック（13t超トラクタ含）・バス）
　　　　　　　１車両あたり         円×1/2＝         円 上限額：100,000円
　　　　　Ｆ側方衝突警報装置：（3.5t超のトラック（トラクタ含）・バス）
　　　　　　　１車両あたり         円×1/2＝         円 上限額： 50,000円
　　　　　Ｇ統合制御型速度超過抑制装置：（バス）
　　　　　　　１車両あたり　　　　 円×1/2＝　　　　 円 上限額：100,000円

　　　　　Ｈ１車両あたり合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ）　        　円
上限額：150,000円(ﾄﾗｯｸ)

300,000円(ﾊﾞｽ)
　　　　　　【国庫補助金額合計】　Ｈ         円×     両＝         円
※１　消費税は含まずに算出すること。

※２　国庫補助金申請額の算出において、１００円未満の端数が発生した場合には、１００円未満の金額を切り捨てる。

２．完了した補助対象事業の概要　（整備実績（整備地域・営業所、車両数等）の概略を記載する。）
営業所名等　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　営業所（配置車両数　　　　両）装置導入車両数　　　両
　　　　　　　　営業所（配置車両数　　　　両）装置導入車両数　　　両
　　　　　　　　営業所（配置車両数　　　　両）装置導入車両数　　　両
　　　　　　　　営業所（配置車両数　　　　両）装置導入車両数　　　両
　　　　　　　　営業所（配置車両数　　　　両）装置導入車両数　　　両
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　　両
３．補助事業の完了年月日
令和　　年　　月　　日
＊その他補助事業が完了したことを確認するに足りる書類（車検証の写し等）を添付すること。
４．申請者法人番号

申請者法人番号（13桁）　：　

５．担当者連絡先等

（１）担当者連絡先
　　　　　 郵便番号：　〒

　　　住　　所：　　

　

　　　部署名：

　　　担当者氏名：

　　　連絡先：（ＴＥＬ）

　　　　　　　　（ＦＡＸ）

（２）確定通知書等送付先（上記、担当者連絡先と異なる場合は記載。）

　　　　　 郵便番号：　〒

　　　住　　所：　　

　

　　　部署名：

　　　担当者氏名：

　　　連絡先：（ＴＥＬ）

　　　　　　　　（ＦＡＸ）

（３）補助金の交付決定及び額の確定通知書の受領について（該当する□にチェックを入れる）
□　直接受け取り
　　　通知連絡先（□　５．（１）に同じ　・　□　５．（２）に同じ）
□　郵送希望（必要な額の切手を貼付した返信用封筒を添付）

別紙２
令和３年度 自動車運送事業の安全総合対策事業交付申請書兼実績報告書
（貸切バス事業者において、中小企業以外のもの）
１．補助事業に要した経費 
	経 費 名
	経費配分額
	経 費 使 用 明 細 書

	
	
	基　数
	単　価

	( )衝突被害軽減ブレーキ　の導入
	　　　　　　　　円
	　　　　　　　両
	　　　　　　　円

	( )ふらつき注意喚起装置
( )車線逸脱警報装置
( )車線維持支援制御装置　の導入
	　　　　　　　　円
	　　　　　　　両
	　　　　　　　円

	( )車両安定性制御装置　　の導入
	　　　　　　　　円
	　　　　　　　両
	　　　　　　　円

	( )ドライバー異常時
対応システム　　　　　の導入
	　　　　　　　　円
	　　　　　　　両
	　            円

	( )先進ライト　の導入
	　　　　　　　　円
	　　　　　　　両
	　　　　　　　円

	( )側方衝突警報装置　　　の導入
	　　　　　　　　円
	　　　　　　　両
	　　　　　　　円

	( )統合制御型可変式
　 速度超過抑制装置　　　の導入
	　　　　　　　　円
	　　　　　　　両
	　　　　　　　円

	合　　　計
	　　　　　　　　円
	
	


　　＊経費使用明細書の根拠となる内訳書を添付すること。
　　内訳　Ａ衝突被害軽減ブレーキ：（12t以下のバス）
　　　　　　　１車両あたり         円×1/3＝         円 上限額：100,000円

　　　　　Ｂふらつき注意喚起装置等：（12t以下のバス）
　　　　　　　１車両あたり         円×1/3＝         円 上限額： 33,000円
      　　Ｃ車両安定性制御装置：（5t超12t以下のバス）
　　　　　　　１車両あたり         円×1/3＝         円 上限額： 67,000円
      　　Ｄドライバー異常時対応システム：（バス）
　　　　　　　１車両あたり         円×1/3＝         円 上限額： 67,000円
　　　　　Ｅ先進ライト：（バス）
　　　　　　　１車両あたり　　　　 円×1/3＝　　　　 円 上限額： 67,000円
　　　　　Ｆ側方衝突警報装置：（バス）

　　　　　　　１車両あたり         円×1/3＝         円 上限額： 33,000円
　　　　　Ｇ統合制御型可変式速度超過抑制装置：（バス）

　　　　　　　１車両あたり　　　　 円×1/3＝　　　　 円 上限額： 67,000円

　　　　　Ｈ１車両あたり合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ）　      　円 上限額：200,000円
　　　　　　【国庫補助金額合計】　Ｈ         円×     両＝         円
※１　消費税は含まずに算出すること。

※２　国庫補助金申請額の算出において、１００円未満の端数が発生した場合には、１００円未満の金額を切り捨てる。

２．完了した補助対象事業の概要　（整備実績（整備地域・営業所、車両数等）の概略を記載する。）

営業所名等　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　営業所（配置車両数　　　　両）装置導入車両数　　　両
　　　　　　　　営業所（配置車両数　　　　両）装置導入車両数　　　両
　　　　　　　　営業所（配置車両数　　　　両）装置導入車両数　　　両
　　　　　　　　営業所（配置車両数　　　　両）装置導入車両数　　　両
　　　　　　　　営業所（配置車両数　　　　両）装置導入車両数　　　両
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　　両
３．補助事業の完了年月日
令和　　年　　月　　日
＊その他補助事業が完了したことを確認するに足りる書類（車検証の写し等）を添付すること。
４．申請者法人番号

申請者法人番号（13桁）　：　

５．担当者連絡先等

（１）担当者連絡先
　　　　　 郵便番号：　〒

　　　住　　所：　　

　

　　　部署名：

　　　担当者氏名：

　　　連絡先：（ＴＥＬ）

　　　　　　　　（ＦＡＸ）

（２）確定通知書等送付先（上記、担当者連絡先と異なる場合は記載）

　　　　　 郵便番号：　〒

　　　住　　所：　　

　

　　　部署名：

　　　担当者氏名：

　　　連絡先：（ＴＥＬ）

　　　　　　　　（ＦＡＸ）

（３）補助金の交付決定及び額の確定通知書の受領について（該当する□にチェックを入れる）
□　直接受け取り
　　　通知連絡先（□　５．（１）に同じ　・　□　５．（２）に同じ）
□　郵送希望（必要な額の切手を貼付した返信用封筒を添付）

第１０号様式（第15条関係）  　　
令和   年 　月 　日
支出官
  国土交通省大臣官房会計課長　殿
　　　　　　　　　　　申請者　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　氏名及び名称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自動車事故対策費補助金請求書
　令和３年度自動車事故対策費補助金に係る補助対象事業（自動車運送事業の安全総合対策事業）については、額の確定に基づき、下記のとおり支払を請求いたします。
記
1.　請求額    　　金                円
（ﾌﾘｶﾞﾅ）                                            
2.　受取人　　　　住所　                                     
　　（口座名義人）　　　（ﾌﾘｶﾞﾅ）                                            
 　　　　　　　　  　　　 氏名                                       
3.　振込先金融機関及び支店名                                         
4.　預金種別　　　　　　　                
5.  口座番号　　　　　　　                
（注）　押印を省略する場合については、下欄に本件責任者及び担当者の氏名及び連絡先を明記すること
本件責任者：　　　　　　　　連絡先：　　　　　　　　
　　担当者：　　　　　　　　連絡先：　　　　　　　　


国　土　交　通　大　臣　殿

宣　　誓　　書

当社は、令和３年度事故防止対策支援推進事業（先進安全自動車（ＡＳＶ）の導入に対する支援に限る）に係る申請において、以下について相違ないことを宣誓いたします。
○　国が交付する他の補助金（国が特殊法人等を通じて交付する補助金を含む。以下同じ。）を受けていないこと及び当該補助金の交付を受ける場合には、国が交付する他の補助金を受けません。
○　「旅客自動車運送事業に係る安全マネジメントに関する指針」（平成18年９月19日国土交通省告示第1087号）または「貨物自動車運送事業に係る安全マネジメントに関する指針」（平成18年９月19日国土交通省告示第1090号）に基づく安全マネジメントを実施し、輸送の安全性の向上に努めています。（申請者がリース事業者の場合、貸し渡し先運送事業者が実施）
〇　令和３年度自動車事故対策費補助金に係る補助対象事業（自動車運送事業の
安全総合対策事業）を完了し、事業に要する下記の経費を自ら支出したことを確約します。
〇　申請する日から、過去３年の間において、これらの法律（道路運送法、貨物自動車運送事業法、タクシー業務適正化特別措置法、又は特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び活性化に関する特別措置法）に基づく行政処分（警告、勧告は含まず）を受けていません。
記
支出額　　　  　　　金　　　　　　　　円
以上のとおり相違ないことを宣誓いたします。
令和　　年　　月　　日
住　　　所
氏名及び名称
　　　　　　　　　　　　　　　
